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８）点検・改善マニュアルの主な項目＜例＞ （「学校施設の防犯対策に係る点検・改善マニュアル作

成の取組に関する調査研究報告書」（平成18年6月文部科学省） 

 

 参考資料 点検・改善マニュアルの主な項目＜例＞ 

 本調査研究及び学校施設の防犯対策に関する調査研究報告書の内容により作成 

 現状把握の主な点検項目(P49)から、マニュアルとしての主な構成項目及び点検用チェックリストを

－参考に例示する。 

1. 基本方針等 

個々の学校に対応した防犯対策の基本方針、マニュアルの目的等を定める。 

※来校者への「声かけ」等の取組は日常における防犯対策として有効である。 

 

2. 不審者侵入防止の対応 

(1) 来校者等の校内出入りへの対応 

来校者等の学校敷地、校舎等への出入りの際の受付・確認方法、入口解錠方法、担当者を定める。 

n 来校者、サービス業者 

n 地域開放部分を利用する周辺住民等 

n 児童生徒（登下校時､途中登下校時別） 

 

(2) 校内施設の点検 

不審者侵入防止に関する校内施設について点検内容・時期、担当者を定める。 

n 校門、囲障（フェンス、植栽等）の破損状況 

n 外灯（防犯ライト等）の破損、点灯状況 

n 校内施設の施錠確認 

n 児童生徒用昇降口、低学年児童教室、屋外運動場等のおよび死角となる場所の巡回、防犯カメラ等

による確認 

n 建具､ガラス等の破損、ゴミの散乱等のチェック等 

※問題点については記録し、点検内容の改善･見直しに反映できるようにする。 

 

3. 不審者侵入時の対応 

(1) 緊急時の防犯設備に関すること 

緊急時に使用する防犯設備の設置場所、操作方法等を確認し、担当者を定める。 

n 校内伝達装置（インターホン､トランシーバー、ＰＨＳ、非常ベル、緊急通報装置、校内放送設備等） 

n 警察、自治体等への連絡装置（専用回線､ホットライン等） 

n 防御設備（さすまた、防護盾、催涙スプレー等） 

 

(2) 緊急時の避難等に関すること 

① 児童生徒の避難経路、避難場所を確認する。 

② 児童生徒の避難誘導方法･手順について定める。 
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③ 緊急時の連絡体制等（本部の設置、緊急連絡、通報、防護等）を定める。 

 

4. 点検用チェックリスト 

上記項目について日常点検、定期点検及び臨時点検チェックリストを作成し、それぞれ点検時期･担当者

等を定める。 

n 日常点検 

・児童生徒用昇降口や活動域の巡回、鍵の施錠確認、建具･ガラスの破損確認等の日常的な点検 

n 定期点検 

・月毎、学期毎等の時期を設定した全体的､網羅的点検 

・防犯訓練時やＰＴＡ等の防犯に関するメンバーを広げた場合等の定期的な点検 

・専門業者等による防犯設備の作動確認点検（防犯カメラ、録画装置、防犯ベル等の稼働試験等） 

n 臨時点検 

・周辺地域の危険情報入手時、運動会等の学校行事前の臨時的な点検 

※臨時点検は定期点検項目から必要な点検を行い、特に来校者等の校内出入りの対応及び校内

施設の点検、校内巡回の強化が必要である。 

 

次に日常用チェックリスト、定期点検用チェックリストを参考に例示する。 

各学校等の実情にあわせて追加･修正し活用していただきたい 
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※担当者はあくまで参考として例示したものである。

チェック項目 チェック内容 担当者 評価 改善計画等 改善状況
不審者侵入防止の観点から
○来校者等の校内への出入り確認
■ 来校者等の校内出入りの対応はスムーズだっ
たか

□来校者（保護者含む） 事務職員、用務職員

・校舎敷地入り口（正門等）での入校確認 □サービス業者 〃
・校舎入り口での確認 □地域開放施設利用者 〃
・受付、記名、入校証 □児童生徒登下校時 担当教員
・見送り確認ほか □

○学内施設の点検
■ □校門 教頭

□囲障（フェンス､植栽） 〃
□外灯（球切れ等） 〃
□

■ 校内施設の施錠の確認をする □正門、通用門 教頭、担当教員
□校舎Ａ昇降口 〃
□ 〃　Ｂ昇降口 〃
□〃　Ｃ昇降口 〃
□体育館（地域開放） 〃
□

■ 児童生徒の活動場所等の巡回･監視 □児童生徒昇降口 教頭、担当教員
･巡回による監視 □低学年児童教室 〃
･防犯カメラによる監視 □屋外運動場 〃

□

■ 建具､ガラス等の破損、ゴミの散乱等はないか □建具､ガラスの破損 教頭、担当教員
□ゴミの散乱 〃
□

学校の防犯に関する日常点検チェックリスト（参考）

校門、囲障（フェンス、植栽等）等の破損はな
いか

日常点検用
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チェック項目 チェック内容 担当者 評価 改善計画等 改善状況
１．不審者侵入防止の観点から
○来校者等の校内への出入り確認
■ 来校者等の校内出入りの対応はスムーズ
だったか

□来校者（保護者含む）

・校舎敷地入り口（正門等）での入校確認 □サービス業者
・校舎入り口での確認 □地域開放施設利用者
・受付、記名、入校証 □児童生徒登下校時
・見送り確認ほか □

○学内施設の点検
■ □校門

□囲障（フェンス､植栽）
□外灯（球切れ等）
□

■ 校内施設の施錠の確認をする □正門、通用門
□校舎Ａ昇降口
□〃　 Ｂ昇降口
□〃　 Ｃ昇降口
□体育館（地域開放）
□

■ 児童生徒の活動場所等の巡回監視 □児童生徒昇降口
･巡回による監視 □低学年児童教室
･防犯カメラによる監視 □屋外運動場

□

■ 建具､ガラス等の破損、ゴミの散乱等はないか□建具､ガラスの破損
□ゴミの散乱

２．不審者侵入時の対応の観点から
○緊急時の防犯設備に関すること
■ 校内伝達装置の確認・点検 □インターホン、内線電話 全教員、担当教員*
･操作方法 □トランシーバー 〃
・作動点検* □ＰＨＳ 〃
・設置場所 □非常ベル 〃
・充電状況ほか □緊急通報装置 〃

□校内放送設備 〃

■ 警察等連絡装置（専用回線､ホットライン等） □警察 教頭、担当教員
･操作方法 □自治体 〃
･作動確認 □
･設置場所ほか

■ 防御設備
・操作方法 □さすまた､防護盾 教頭、担当教員
･設置場所ほか □催涙スプレー 〃

□

○緊急時の避難に関すること
■ 児童生徒の避難経路､避難場所の確認 □避難経路 全教員

□避難場所 〃

■ 児童生徒の避難誘導方法･手順の確認 □避難誘導方法 全教員、クラス担任
□

■ 緊急時の連絡体制等の確認 □本部（全体指揮、記録）校長、担当教員

・本部、連絡､通報、防護担当等 □緊急連絡（教職員､全
校、保護者） 担当教員

・役割の確認 □通報（警察､消防､自治体）〃
□防護 〃

学校の防犯に関する定期点検チェックリスト（参考）

校門、囲障（フェンス、植栽等）等の破損はな
いか

※担当者はあくまで参考として例示したものである。
※ただし、１．の担当者欄は点検時期を設定し、メンバーを広げて網羅的に実施す
ることから空欄とした。

定期点検用
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担当部局課
電話番号

Ｈ大学 施設課企画・管理グループ
TEL: 011-778-0242　

Ｋ大学 施設企画課
TEL: 088-844-8137

Ｄ中学校 事務部
TEL: 075-251-4353

志木市教育委員会教育総務課
TEL: 048-473-1111

足立区教育委員会 教育政策課
TEL: 03-3880-5111

学務課保健体育グループ
TEL: 077-561-2423

京都市教育委員会 体育健康教育室
TEL: 075-213-5472 

大阪市教育委員会　指導部中学校教育担当
TEL: 06-6208-9174

橋本市教育委員会 教育総務課
TEL: 0736-33-1111

高知市教育委員会 学校教育課
TEL: 088-823-9479

京都市立Ｇ小学校

番号 掲載学校名 都道府県

京都府

6

7

5

4 埼玉県

大阪府

和歌山県

高知県

8

9

10

大阪市立Ｋ小学校

橋本市立Ｓ小学校

高知市立Ａ小学校

Ｋ大学附属学校園

東京都

草津市教育委員会 滋賀県

足立区立Ｓ小学校

Ｈ大学附属小・中学校

志木市立Ｓ小学校

９）第３章取組事例等問合せ先一覧

北海道

高知県

京都府

1

2

3 私立Ｄ中学校


